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教育品質の管理 
安定・高品質の教育を提供する為には、教養・意欲の高い 

講師陣が不可欠です。当校では、求められる人材確保の為、 

給料・福利厚生を充実させ、働き易い環境を整えています。 

労働条件のみでは無く、定常的にＯＪＴを実施することで、 

全体の底上げを狙うと共に、より高い指導力を作り上げる 

ことを目指しています。

学習環境の整備 
当校は韓国人経営の会社です。「本気で成長を望む学習者」 

に対して学校作りを行っています。事実、韓国が英語教育 

において先進しているのは事実です。厳しさの中にある、 

高い指導力、徹底した教育管理は、韓国人だから成せる技。 

ＨＥＬＰが提供するサービスには、学生の学習意欲を掻き 

立てる創意工夫が詰まっています。

ＨＥＬＰ英語学校は、フィリピン国内で最大級の規模を誇る語学学校です。フィリピン国内で教育 

都市として有名なバギオ市にキャンパスを２校（マーティンス校・ロンロン校）、マニラから９０ 

Ｋｍに位置するクラーク経済特別区にキャンパスを１校（クラーク校）運営しています。 

キャンパス全体で７００名規模、その卒業生は現在に至るまでに５万名を超えています。体系的な教 

育管理と徹底された教育プログラムより、フィリピン労働雇用省技術教育技能教育庁（ＴＥＳＤＡ） 

から認定を受けています。

創立２０周年を迎えた伝統校

「クラーク校」では、日本人スタッフを多く配置し、日本人学生がより快適に学習・生活をし易い 

キャンパス運営を行っています。当校では、学生の自主性を重視しているため、他キャンパスと比較 

して拘束時間が短く設定されています。個人がそれぞれのペースで学習を進めることできるため、 

英語力に自信がない方でも安心して学ぶことができます。 

「ロンロン校」 は、３つのキャンパスの中で最も大きいキャンパスです。韓国人が９０％を占めていま

す。 日本人のいない環境で、ストイックに基礎固めの勉強をしたい人に向いています。平日は外出禁止

ですが、大規模な校舎には窮屈さを感じさせない校内設備があります。（校内に図書館、カフェテリア、

バスケットコートあり） 
 

「マーティンス校」は、上級者向けのキャンパスです。 入学・他キャンパスからの転学には試験が 

あります。ロンロン校と同様、平日は外出禁止です。英語使用義務化（ＥＯＰ）が徹底されている 

ことも本キャンパスの特徴です。厳しい校則・学習面で多くが求めれられるにも関わらず、入学・ 

転学希望者が後を絶たない理由は、徹底した教育管理からきています。

夢を叶える３つのキャンパス

ＨＥＬＰが選ばれる４つの理由



公式試験会場（IELTS・TOEFL・TOEIC※） 
マーティンス校は、フィリピン北部ルソン地域で唯一の 

TOEIC/TOEFL公認試験会場です。また、 IDPのIELTS 

試験場も兼ねています。校内受験は、受験者の負担を大 

きく軽減します。試験会場として恥じないように、日々 

教育内容を見直し、品質の管理を行っています。 

※ TOEIC Speaking＆Writing テストを含む 

��
���
�,
�【開講コース】※ 括弧内はマンツーマンの授業数 

ESL (5/6/8)、BUSINESS (4)、TOEIC (4)、TOEFL (4)、IELTS (4) 

【学校の特徴】※ 中級・上級者向け　※ 入学試験あり 

平日終日は、外出・母国語使用禁止（全域）学生の６割がテスト対策コース 

（ＴＯＥＩＣ、ＴＯＥＦＬ、ＩＥＬＴＳ）を受講。当校では、スコア目標と 

英語を学ぶ目的に合わせて一人一人のカリキュラムを組む。基礎が弱い学生 

に対しては基礎を重点的に補い、応用力がある学生に対しては試験に必要な 

技術を指導する。
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【開講コース】※ 括弧内はマンツーマンの授業数 

ESL (5/6/8)、BUSINESS (4)、TOEIC (4) 

【学校の特徴】※ 初級・中級者向け 

平日７～１８時は母国語使用禁止（校内）学生の８割はＥＳＬを取得し、 

会話力向上を目標に学習を行う。ＥＳＬでは、教科書に基づいて４技能 

（読む・聴く・話す・書く）をバランス良く勉強する。学生の要望に応 

じて、スピーキングに重点を置いたカリキュラムを組むことも可能。
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【開講コース】※ 括弧内はマンツーマンの授業数 

ESL (5/6/8)、Pre-TOEIC (4)、Pre-TOEFL (4)、Pre-IELTS (4) 

【学校の特徴】※ 初級・中級者向け 

平日終日は、外出・母国語使用禁止（全域）韓国人が９０％を占めている 

ため、日本人がいないところで勉強したい人におすすめ。クラークと同様 

に会話コース主体のキャンパス。ストイックに基礎固めした後、マーティ 

ンス校へ転校を考える学生が多い。 

どのキャンパスを選びますか？

ETS AUTHORIZED TEST CENTER

クラーク校

マーティンス校

ロンロン校

　　　　キャンパス間の転学制度 
当校では、キャンパス間の転学を認めています。初中級者 

向けのクラーク・ロンロン校で強固な基礎を築き、上級者 

向けのマーティンス校へ転校することも可能です。転学制 

度は、留学中に陥りがちである「環境に対する慣れ」を防 

ぐと共に、学校選びのリスクを軽減させることができます。 

※ 入学金・ＳＳＰ費の再納は不要



ＨＥＬＰと 共 に
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